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キーワード

研究シーズの説明（私は、このような研究に取り組んでいます。）

成果の応用可能性（私の活動の成果は、このような分野にこのように貢献することができます。）

これまでの連携研究や社会貢献活動の実績

意味構成、授業研究、カリキュラム、授業、ドイツ教授学

学校のカリキュラムや授業に対して社会からの要請があるなかで、
子どもたちが学校での学びの意味を構成することがめざされてい
る教授学理論を基盤としています。そこでは、図2のような授業の三
つの水準が構想されています。
これまでもこうしたカリキュラム観・授業観にもとづきながら、子ど
もたちの「主体的な学び」、「楽しい学び」、「学ぶ権利の行使」、「合
意形成」などをテーマにした県内の教育研究を観察させていただき、
カリキュラムや授業の改善について提案をおこなってきました。
国際的な学力調査や全国的学力・学習状況調査の実施にとも
なって今後ますます社会からの要請が肥大化するなかで、そうした
事態に対応しながらも、子どもたちが学びの意味を構成できるよう
なカリキュラムや授業の実現にむけて貢献したいと考えています。

○授業研究
・平成26年度：4小学校、2中学校、2附属小学校
○そのほか
・平成25年度桂川町立小中学校教職員全員研修会
・平成26年度筑豊教育事務所校長及び人権・同和教育担当者研修会
・平成26～28年度福岡県重点課題研究推進連絡協議会専門委員「小中連携・一貫教育による確かな学力の育成」
・平成25・26年度福岡教育大学研究開発プロジェクト「現代的教育課題に応える共同研究の推進―音楽・図画工作・
家庭・体育・書写・道徳・特別活動における言語活動の充実」

第三水準

後継世代の世界観や自己認識の変革に
関わる世代間コミュニケーション

第一水準
生徒に何かを教えるという任務として
の媒介と、教師の要求への生徒の適合

第二水準

学習者と教授者との実践共同体のなか
での討議のプロセスとしての知識と技
能の媒介

○研究テーマ○
図1のように、授業は、社会からの要請
と、学習者（子ども）の生育歴にもとづく
学習に対する要求といった諸要素の関
連のうえに成立していると言えます。

子どもの生育歴・人間形成全体を見通
した学びの意味を構成できるようなカリ
キュラム・授業づくりについて理論的・実
践的に研究しています。

授
業

目的

内容

方法／
メディア

組織形態

カリキュラム
社
会

学習者
の人間
形成

○研究方法○

図１のように描かれるカリキュラム・授業について、これまで歴史的に積み重ねられてきた理論
（例えばドイツ教授学）に学びつつ、そこで得られた知見から、学校のカリキュラム・授業の実践を
考察・分析し、よりよい教育実践を提案します。

図１：社会の要請と子どもの要求との連関物としてのカリキュラム・授業
(Vgl., Meyer, M. A.: Bildungsgangdidaktik. In: Stadtfeld, P./ Dieckmann, 
B.(Hg.): Allgemeine Didaktik im Wandel. Julius Klinkhardt Verlag, Bad 

Heilbrunn, 2005, S. 147.)

図２：授業の三つの水準
(Vgl., Meyer, M. A.: Bildungsgangdidaktik zwischen Lehrgang und Lernerbiografie. In: Arnold, K.-H./ Blömeke, S./ Messner, R./ 
Schlömerkemper, J.(Hg.): Allgemeine Didaktik und Lehr-Lernforschung. Julius Klinkhardt Verlag, Bad Heilbrunn, 2009, S. 140.)
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キーワード

研究シーズの説明（私は、このような研究に取り組んでいます。）

成果の応用可能性（私の活動の成果は、このような分野にこのように貢献することができます。）

これまでの連携研究や社会貢献活動の実績

・教育と不平等 ・学力格差 ・学校教育の効果

子どもたちの育ちには、家庭環境やかれらを取り巻く状況が大きな影響を及ぼしています。結果として、恵まれた家
庭環境に育つ子どもと、そうでない子どもの間には、就学前段階で、すでに大きな不平等が生じています。家庭環境
によって学力に差が生じる、「学力格差」問題は、その典型的な例でしょう。

私の研究の特徴は、三点に要約できます。一つ目は、学力格差をはじめとする、教育の不平等がど
のように生じるのかを明らかにすることです。現在は、学力格差や、家庭環境と子育ての関連に関する
研究を進めています。二つ目は、教育の不平等を学校教育によって解消する方法を探ることです。
格差解消に有効な実践を探るため、「学校教育の効果」をどのように測定するのかという研究を進めています。第三

に、教育の不平等を実証的に明らかにするための基盤となる教育調査法の探求です。学力

調査・アンケートの計量分析（いわゆる量的手法）と、学校・学級での参与観察・インタビュー調査（いわゆる質的手
法）の両者を組み合わせた、混合研究法の有効性について研究を進めています。

私の研究成果は、学校現場はもちろんですが、とくに格差解消を目指す教育行政に資するものです。教育と不平等
を把握するためには、適切な教育調査の実施・分析が不可欠です。近年、全国各地で、自治体による学力調査が頻
繁に実施されていますが、ほとんどの調査は専門家のアドバイスを受けたものではないため、学力格差解消の政策
立案に十分活かせるものにはなっていません。
教育の不平等を改善するためには、何よりも、適切な現状の把握が重要です。その上で、改善方法を検証し、実際
にその改善方法がどのような成果を上げたのかという、効果測定を行わなければなりません。こうした作業を行うとき
に、私がこれまで学んできた知識や、習得してきた教育調査の技法を役立てることが可能です。
残念ながら、日本では学歴や年収を調査することに対する教育現場の忌避感が非常に強く、私の研究成果を十分
に活かすことはできていません。しかし、学力格差をはじめとする教育の不平等を解消するためには、踏み込んだ調
査を避けて通ることは、もはやできないと考えています。同じような志を持った方々との共同研究が実現できることを
望みます。

・A市の小学校における、学力格差の実態把握（個人研究）
・A市の小中学校における、学力調査の改善に関する研究（A市教育委員会よりの委託研究）
・B市における学力・生活実態調査の分析に関する研究（B市教育委員会よりの委託研究）

教育の不平等

•学力格差
•家庭環境と子育て

学校教育の効果

•格差解消の実践
•実践の効果測定

教育調査

•計量分析
•参与観察／インタビュー

不平等の
実態把握

改善方法
の検討

効果測定
新しいプラ
ンの提案
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